
意見書案第２号 

 

 

プラスチックごみによる深刻化する海洋汚染に 

実効性のある対策を求める意見書 

 

 

近年、プラスチックごみによる海洋汚染が深刻化している。中でもレジ袋やペット

ボトルなどのプラスチック製の容器包装が細かく砕け海に流出し、劣化や波によって

５ミリ以下のプラスチック粒子となったマイクロプラスチックはポリ塩化ビフェニル

など有害物質を吸着する性質を持っており、海洋生物が飲み込むと体内に蓄積される

ため生態系への悪影響が懸念されている。 

マイクロプラスチックは分解されにくく微小であるため回収できないことから、陸

上の段階でのプラスチックの管理の徹底と３Ｒの着実な取組が求められる。 

平成３０年６月９日にカナダで開催されたＧ７シャルルボワ・サミットにおいて、

海のプラスチック量を減らすため、２０３０年までに全てのプラスチック製品を再利

用若しくはリサイクル可能なものにし、不必要な使い捨てプラスチック使用を大幅削

減、代替品も環境への影響を考慮することなどを盛りこんだ、自国でのプラスチック

規制強化を進めるための海洋プラスチック憲章が取りまとめられた。 

海とのつながりが深い逗子市においてプラスチックごみが自然環境に与える影響は

決して看過できない問題である。 

プラスチックごみの対策が世界共通の課題となる中、周囲を海に囲まれ、海洋汚染

の影響を受けやすい日本こそ議論をリードすべきである。 

よって、逗子市議会は国に対し、次のことを強く要望する。 

                                                                  

１ 海洋プラスチック憲章への署名 

２ マイクロプラスチックを含む海洋ごみの量と分布を把握するための調査を 

推進すること 

３ ２０３０年までにマイクロプラスチック削減へ法的規制を検討すること 

４ 地方公共団体が機動的に活用できる財源措置を行うこと 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

平成３１年３月１９日 

 

逗 子 市 議 会 


